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の概要を示すとともに、本研究の目的と範囲を述べている。第 2章「Notch fatigue behavior 






によりこの領域の応力比が変化することを示している。第 3 章「Notch fatigue behavior of 










案している。さらに、局所応力比の変動を考慮した Smith Watson Topper (SWT)パラメー
タを用いた寿命予測法を提案し、実験結果との比較から、遷移領域を含む高サイクルから
低サイクルの広い範囲で寿命予測が可能であることを示している。第 4 章「Notch fatigue 
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